
 

 

公共施設（小中学校を除く）における 

トイレの洋式化を推進 

 
本市における小中学校を除く公共施設の洋便器率は、６４．３％（２１９施設）に留まってい

ます（平成２９年１２月現在）。 

そこで、平成３３年度末までに洋便器率７０％以上を目指すことなどを定めた「加須市公共施

設におけるトイレの洋式化に関する基本方針」を策定し、これに基づくトイレの洋式化を推進す

ることにより、施設利用者の利便性と快適な利用環境の向上を図ります。 

 和便器数 洋便器数 計 洋便器率 

市内公共施設（小中 

学校を除く）便器数 
４３５基 ７８５基 １，２２０基 ６４．３％ 

■ 加須市公共施設におけるトイレの洋式化に関する基本方針（抜粋） 

○目     標  平成３３年度末までに洋便器率７０％以上 

○洋式化実施基準  ①不特定多数の住民等が日常的に利用する施設 

（優先順位の目安） ②トイレ１箇所につき、洋便器が全くないトイレ 

          ③当該施設全体で洋便器率が７０％未満である施設 

          ④現時点において、今後１０年程度の期間内に大規模改修を実施する予定がない施設 

※ 上記①～④のいずれにも該当する箇所から施設の利用状況等を考慮しながら、実施箇所を選定する。 

※ また、上記①～④のいずれかに適合しない箇所であっても、施設の利用状況等を踏まえ、実施箇所に加える。 

■ 洋便器率７０％以上を達成するまでの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 補正予算額 24,843千円【市費】（今回洋式化する便器【47基27施設】の合計） 
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政策調整課 

施設利用者の利便性と快適な利用環境を向上 

現在の洋便器総数       ７８５基（２１９施設） 

 現在の洋便器率       ６４．３％ 

今回洋式化後の洋便器総数   ８３２基（２１９施設） 

 今回洋式化後の洋便器率   ６８．２％ 

適宜、洋式化を実施し、 
平成３３年度末までに洋便器率７０％以上 

今回洋式化する便器数      ４７基（２７施設）  

今回洋式化する主な施設と基数 

・市役所本庁舎 ５基 

・田ケ谷総合センター ４基 

・老人福祉センター不老荘 ２基 

・パストラルかぞ ４基   等 


